
【パフォーマンス課題】

全国的に昔ながらの飲食店は経営に困っています。働いても働いてもなかなか黒字にならないと

ころもあります。大阪にある八万食堂もその1つです。八万食堂の店主の困りごとに対して、学ん

だことを踏まえて、「何のために」「どのような情報(データ)」を使うとよいのかをアドバイスしよう。

めあて 動画を分析し、学習問題をつくろう

＜困っていること＞

【学習問題】

情報を活用して発展する産業①

• 売り上げが上がらない。
• どの層がどれくらいいるか分かっていない。
• 広告を配っているが、どのくらい効果があるか分かっていない。
• 勘が外れて料理をたくさん作り、ゴミが増えるのがもったいない。
• なんとなくで決めているシフトをどうにかしたい。
• 仕入れやシフト決めはノートに書いているが、面倒。
• 紙のアンケートを用意しているが、どう活用したらよいか分からない。
• 情報の活用方法が分からない。

コンビニエンスストアではどのような情報を集め、活用しているのだろうか。



情報を活用して発展する産業②

めあて コンビニエンスストアの情報活用システムについて調べよう。

POSレジシステム

＜何のために＞

＜どのような情報を＞

＜どのように活用しているのか＞

• 売れた商品やお客さんの情報を集めるため。
• 売れた商品の金額の情報を集めるため。

「商品名」「金額」「清算をした時間」
「お客さんの性別」「年代」

• 人気のある商品を知る
• 人気のある組み合わせを知る
• お店が混む時間帯を知る
• どのようなお客さんが来ているかを知る(お客さんの層)
• 商品がどのようなお客さんに売れているのかがひと目で
分かる



情報を活用して発展する産業②

在庫管理システム

＜何のために＞

＜どのような情報を＞

＜どのように活用しているのか＞

＜POSシステムと在庫管理システムの共通点＞

定期的に在庫の確認をするため（在庫の確認は大変）。

• 量った重さは、インターネット上で在庫管理システムに送ら
れ、画面上で在庫を確認できる。
• 決めた数値よりも少なくなったらお知らせをしてくれる。
• 自動注文もできる。

• これまでの業務を効率化するためのシステム。
• 大変な作業を楽にする。
• インターネット上で管理されている。

マットや棚に付いている重量センサーで在庫の重さが分か
る。



情報を活用して発展する産業③

めあて 情報を上手く活用している飲食店のシステムを調べよう。

ウェブカメラ

＜何のために＞

＜どのような情報を＞

＜どのように活用しているのか＞

• 遠くから店内の様子を把握するため
• お店の外の様子を把握するため(交通量)

• 得た情報を集めて分析することで、忙しくなる時間帯を予
測する。

• お店の前を通る人の数をもとに、開店時間や閉店時間に
ついて最適な時間を考えることができる。

• どのテーブルにまだ料理が届いていないか
• どこでお客さんが注文を待っているか
• どの席が空いているか
• お店の混雑状況
• お店の前を通る人の数
• どの時間帯やどの曜日に人がたくさん通っているか



情報を活用して発展する産業③

コメント分析ツール

＜何のために＞

＜どのような情報を＞

＜どのように活用しているのか＞

• お客さんが書いたコメントの情報を集めるため

• 店内で書いてもらうアンケートよりも自然な意見や、本当
に感じていることを知ることができる。

• お客さんの不満にも気付くことができ、早めの解決につな
げることができる。→サービスの質をあげることができる。

• メニューの見直しやキャンペーンに生かせる。
• 商品やサービスを改善して売上アップにつながる。

• インターネット上でお客さんが書いたコメントや意見
• 特に多く出ている意見、そのときにはやっていること
• インターネット上で話題になった他のお店のメニューや
人気料理



情報を活用して発展する産業③

めあて 様々な業界での情報活用方法を調べよう。

選んだ業界 【運輸・観光・医療・福祉】 【どのような情報活用をしているか】

＜八万食堂で使えそうなのは...?＞ ※グループで話し合う

運輸 観光

医療 福祉

★運輸
・ 情報活用方法１
・ 情報活用方法２
★観光
・ 情報活用方法１
・ 情報活用方法２
★医療
・ 情報活用方法１
・ 情報活用方法２
★福祉
・ 情報活用方法１
・ 情報活用方法２
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